
 
 残すところ、あと１月……  

                          校長 福沢俊之 

 学年末考査も終わり、明日から３月です。残すところ、あと１月、新しい進路先、次の学年に向け
て、目標や決意を固めてほしい、それ以上に４月からの新しい環境を楽しみにしていてほしいと思
います。 
 今年度も、昨年１２月から、三年生のみなさんと進路選択に向けた面接練習を行ってきました。
キャリア教育の一環として面接試験のない生徒にも、フォーマルな雰囲気の中で自分自身につい
て語る経験をするという目的で経験をしてもらいました。例えば、「将来、どのような職業に就きたい
と思っていますか。」という質問をします。それに対して、「まだ、決まっていません。」という人もいま
すが、「○○になりたいと思っています。」と答えてくれる人も数多くいます。具体的に答えてくれた
人には、「どうしてその職業に就きたいと思ったのですか。」「いつ頃からそう思ったのですか。」「ど
んなきっかけがあったのですか。」「そのためにこれからどうしていくつもりですか。」など、第二、第
三の質問を重ねていきます。そうしたやり取りの中で、その職業に対する強い興味や、何としてもそ
の職業に就きたいという気持ち、そのために努力をしていくという決意、こうしたことが伝わってくる
と、１０分という短い時間も大変有意義であり、質問をしている私自身の気持ちも明るく前向きになり
ます。今月４日（土）に、本校でも「立志のつどい」を行いましたが、「○○になりたい」という強い気
持ちが伝わってくると、みなさんが「夢」や「目標」と語っていたものが「志」に昇華していくように思え
ました。 
 その一方で実は「何か物足りないな。」と思うこともありました。それは何だろうと考えたとき、思い
浮かんだのが、本校の教育目標にある「社会に貢献できる人を育成する」という言葉でした。「○○
になりたい。」という思いの中に、「社会とのかかわり」、「人とのかかわり」を意識しているかどうかが、
「物足りなさ」の遠因であると感じました。 
 一年前、ちょうど卒業シーズンの頃の新聞に、特別支援学校に通う高校三年生の投稿がありまし
た。中学三年生になっても将来の夢が定まらず、両親には「人の役に立つ人間になりなさい。」と言
われるが、「人の役に立たない仕事の方が珍しいんじゃない？」と少し反抗心をのぞかせていま
す。その投稿者が、学校を会社に見立てて設定された課題を解決していく授業で、仲間と意見を
出し合い、認め合いながら、従業員の特徴を最大限に活かす方法を考えます、そのような授業を
重ねる中で、公務員になって、障害の有無に関係なく誰もが地域で活躍できる場を作っていきた
い、と思うようになったとのことでした。そして「本当の夢をみつけることができた三年間だった。」と
投稿を締めくくっています。 
 その生徒の変化に感心をしながら、あらためて両親の「人の役に立つ人間になりなさい。」という
言葉の意味を考えてみました。私は「常に社会とのかかわり、人とのかかわりを大切にしなさい。」と
いう生き方そのもののメッセージではなかったか、と思ったのです。 
 ３年ぶりに一年生も参列をして実施した本校の「立志のつどい」は、先輩の背中を見て後輩が育
っていく、先輩は目標となる背中を後輩に見せていく、そのつながりはを大切にしたものでもあり、
それは学校生活を送る中でのみなさんの成長があってのことです。 
 御徒町台東中学校のよき教育活動をまた一つ戻すことができたと思っています。 

 



JOC ジュニアオリンピック第 36 回全国都道府県対抗中学
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（３－１） 

 

ソフトテニス部 表彰 

台東区中学生 1 年生ソフトテニス研修大会 

男子  優勝   （１－３）   （１－３） 

   準優勝  （１－１）   （１－２） 

   ３位   （１－２）   （１－３） 

女子  準優勝   （１－３）   （１－３） 

 

女子バレー部 表彰 

台東区中学生 1 年生女子バレーボール大会  第３位 

 

吹奏楽部 表彰 

第 56 回東京都中学校アンサンブルコンテスト  銅賞 

   

第 34 回東京都読書感想画コンクール  

佳作 （２－２） 

 

トルコ・シリア地震救援募金  

６０，８３６円 
ご協力ありがとうございました 

２月１６日（木）・１７日（金）の２日間、生徒会本部と

青少年赤十字（JRC）部等が正面玄関前で街頭募金を行いまし

た。本校生徒をはじめ、地域の方々や通勤途中の方々から多

くの募金をいただきました。ご協力いただいた募金は日本赤

十字社の「２０２３年トルコ・シリア地震救援金」に寄付さ

せていただきました。ご協力ありがとうございました。 

 


